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１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答
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カテゴリ 質問内容 該当頁

振興策 先進地における漁業用餌代補助の事例について p.3

その他

魚や海棲哺乳類（イルカやクジラ）への音や低周波の影響について p.4～5

航空障害灯の明るさの基準について p.6

風車のリサイクルについて p.7～p.8

【国の検討状況】公募制度の見直し及び事業環境整備について p.9



〇長崎県五島市では、対象期間内に購入した

漁業用餌代の３分の１を上限として補助す

る支援策を実施しています。

１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答

出典：第６回長崎県五島市における法定協議会「資料４ 振興策の実施状況について」を基に作成 3

【先進地における漁業用餌代補助の事例について 】

Q．長崎県五島市の事例における漁業用餌代補助の補助率はどれぐらいか。



＜建設時＞
・着床式洋上風力では、海底に基礎部分を打ち込む音などが水
中で発生し、周囲の生物に影響を与える可能性があると言わ
れています。

・一方で、浮体式洋上風力は、一般的に組み立てた風車を港か
ら曳航してくることから、建設時に発生する音は限定的であ
ると想定されます。

＜稼働中＞
・稼働中における生物への影響は、現時点では明確なデータが
示されている資料は存在しません。

・ただし、洋上風力を想定した水槽実験からは、一時的な回避
行動は確認されましたが、連続する水中音に対して、次第に
慣れていく可能性が高いことが確認されています。

・なお、環境影響評価法に基づき、発電事業者が建設前から運
転開始後までモニタリングを行い、影響を確認していくこと
になります。
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出典：経済産業省「洋上風力発電所の環境影響に係るモニタリングガイドラインについて」
を基に作成

１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答

【魚や海棲哺乳類（イルカやクジラ）への音や低周波の影響】

Q．洋上風力の導入によって生じる音や低周波による魚や海棲哺乳類（イルカやクジラ）への影響は
  ないか。

〇風車による音や低周波による海の生き物への影響は、主に建設時と稼働中の２つが考えられます。



5出典：公益財団法人 海洋生物環境研究所「洋上風力の魚類等への影響について 」

（参考）風車の振動音について

１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答
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出典：国土交通省HP「風力発電設備に係る航空障害灯の設置基準の緩和について」

１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答

【航空障害灯の明るさの基準について 】

Q．風車に設置される航空障害灯の明るさはどのくらいか。

〇高さ150m～315mの風力発電設備には、

ナセル頂部に中光度白色（赤色）航空障害灯を、

ナセル頂部から底部までの中間地点に低光度航空障害灯（赤

色）を設置するよう、航空法で定められています。

〇中光度白色（赤色）航空障害灯は、

1,500～2,500カンデラの明るさで20~60回/分の点滅、

低光度航空障害灯（赤色）は、

32カンデラ以上の明るさで常時点灯

しておく必要があります。

〇なお、東京スカイツリーの高光度航空障害灯は200,000

カンデラのため、これと比較すると100分の1程度の照度

になります。
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１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答

タワー

ナセル

ブレード

浮体設備

出典：NEDO「再生可能エネルギー技術白書（第２版）」
を基に作成

〇風車の構成要素のうち、タワー・ナセル・浮体設備は、

主に鉄等の金属で構成されており、リサイクルは比較的容易です。

〇係留索は、今後重量や耐久性等の理由からロープを用いた係留索の

研究が進められており、ロープの場合、主に合成繊維で構成されて

いることから、リサイクルは可能です。

〇ブレードは、強化繊維プラスチック(FRP)が使用されていることから、

現時点では、リサイクルが難しい状況です。

なお、風車メーカーのべスタスでは、2040年までに廃棄物ゼロ

のブレードを販売することを表明しているほか、日本においても

FRPのブレードリサイクルに向けた実証事業等が進められています。

【風車のリサイクルについて】

Q．風車のリサイクルの仕組みに関する検討状況及び事例について、コストを含め教えてほしい。

係留索
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１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答

〇太陽光パネルの廃棄等費用の積立制度を

参考に、全ての風力発電において、廃棄

等費用の積立制度（資本費の5%を廃棄

等費用として計上）が検討されています。

例えば、資本費が1000億円とした場合、

廃棄等費用は50億円になります。

出典：経済産業省「総合エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会／電力・ガス事業分科会再生可能エネルギー大量導入・
次世代電力ネットワーク小委員会（第75回）（令和７年９月８日）」資料５「再生可能エネルギーの地域との共生について」を基に作成

【風車のリサイクルについて】

Q．風車のリサイクルの仕組みに関する検討状況及び事例について、コストを含め教えてほしい。
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１．検討会・住民説明会でいただいた質問への回答

【国の検討状況：公募制度の見直し及び事業環境整備について】

Q．先進地での事業者撤退を受け、国の公募制度等はどのように見直されるのか。

 海域の占用期間の延長を検討

→海域占用許可の更新（最大10年）が認められることを原則化

 公募制度の見直しを検討

→・発電による供給価格下限額の設定

・着実な事業実施に向けた配点の見直し 等

 電力の買取価格を物価高騰に応じて調整する制度の導入

→次回以降の公募においては、

公募時の価格からの物価変動を

基準価格/調達価格に反映

〇2025年11月19日（水）に国から新たに見直し案が示されました。

出典：経済産業省・国土交通省「洋上風力発電に係る電源投資を確実に完遂させるための制度のあり方について」を基に作成

買
取
価
格

の
決
定

公
募
時 買取価格の調整

（40％程度）

風
車
建
設
開
始
時

物価高騰



２．令和７年度の取組に関する報告（広報映像の制作）
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〇洋上風力に関する広報映像を作成しました。（約９分）

〇本映像は、今後東京都環境局ホームページにも掲載予定です。



３．有望区域について

出典：経済産業省 資源エネルギー庁HPを基に作成

現在
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３．有望区域について

【先行地域の事例】

法定協議会

法定協議会内で生じた課題を
地域で議論

地域における検討会議
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会議での意見を集約して、
法定協議会での議論に反映
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